
発足 1897年 地域支部数 146（2025年 4 月 1 日現在） 職域会その他 97

刊行物 機関誌『関大』

主要行事

2025年度実施の主なイベント
ホームカミングデー〜2025スプリングフェスティバル〜〈4/6〉

「今日の空が一番好き、とまだ言えない僕は」貸切プレミア上映会〈4/18〉
2025年大阪・関西万博応援事業〈6/8、8/9、8/31、9/6　計4回〉
関大校友オープンゴルフ（第39回）〈6/9〉　　全国組織代表者会議〈7/5〉　　松竹新喜劇特別観覧〈9/27〉
なにわ淀川花火大会特別観覧〈10/18〉　　　 2025年度校友総会〈10/19〉

その他 「学生振興支援基金規程」による、功績表彰制度・給付育英奨学金制度・学生助成制度などの学生支援

●校友・卒業生総数一覧� 2025年３月31日現在
設置学校別 卒業年 前年度末 今年度増 累計 合計 摘要

関 西 法 律 学 校 1889〜1904年（明治22〜明治37年） 584 0 584

33,041 廃止専 門 部 1905〜1951年（明治38〜昭和26年） 21,853 0 21,853
大 学 予 科 1921〜1948年（大正10〜昭和23年） 4,603 0 4,603
旧 制 大 学 1925〜1951年（大正14〜昭和26年） 6,001 0 6,001
新 制 大 学 1949〜2025年（昭和24〜令和 7年） 371,848 6,390 378,238

405,530 現存大　 学　 院（前期課程） 1952〜2025年（昭和27〜令和 7年） 22,052 685 22,737
大　 学　 院（後期課程） 1958〜2025年（昭和33〜令和 7年） 2,351 57 2,408
大　 学　 院（専 門 職） 2006〜2025年（平成18〜令和 7年） 2,083 64 2,147
関 西 工 業 専 門 学 校 1947〜1951年（昭和22〜昭和26年） 378 0 378

10,668 廃止短 期 大 学 部 1952〜1958年（昭和27〜昭和33年） 2,467 0 2,467
関 西 甲 種 商 業 学 校 1916〜1949年（大正 5〜昭和24年） 5,050 0 5,050
関西大学付属第二商業学校 1926〜1945年（大正15〜昭和20年） 2,773 0 2,773
関 西 大 学 第 一 高 等 学 校 1949〜2025年（昭和24〜令和 7年） 32,481 381 32,862

72,828 現存関 西 大 学 北 陽 高 等 学 校 1928〜2025年（昭和 3〜令和 7年） 37,789 395 38,184
関 西 大 学 高 等 部 2013〜2025年（平成25〜令和 7年） 1,640 142 1,782
推 薦 校 友 他 1889〜2025年（明治22〜令和 7年） 235 2 237 237 現存

合　計 514,188 8,116 522,304
（注１）短大以上（予科を含む）の人数　441,416人（関甲・二商・一高・北陽・高等部・推薦を除く）
（注２）大学院修了生（専門職を含む）� 27,292人

関西大学校友会
全国で活躍する卒業生約52万人のネットワーク。
校友の母校愛と社会での活躍が大学の発展を支えています。

　関西大学校友会は、学校法人関西大学が設置する高等学校以上の卒業生・
修了生を会員とし、会員相互の交流と母校の発展に寄与することを目的と
した大学の外郭団体です。卒業生は延べ52万人を超え、海外支部を含む140
以上の地域支部をはじめ、職域会や同期会等は約100団体を数えます。本部
事務局を校友・父母会館内に置き、大学の経営に参画する校友評議員の候補
者推薦、機関誌『關大』の年6回（奇数月）発行、大学から委託を受けて行う校友
住所のデータ管理業務、校友同士の交流促進イベントの事業を通じ、母校と
校友、校友相互の連絡機関として重要な役割を果たしています。一方、学生に
対しては校友会独自の「学生振興支援基金規程」を制定し、学生への功績表彰
制度・給付育英奨学金制度・学生助成制度を設け、学術振興、スポーツ・文化な
どの課外活動を支援しています。また、母校愛にあふれた校友が社会の各界
各層で活躍することにより、関西大学の評価をいっそう高め、多くの校友が
母校への物心両面にわたる積極的な支援活動を展開する中核として、「活力
ある校友会」は躍進する関西大学を支え、歩みを共にしています。

関西大学教育後援会
全在学生の父母等により組織されている教育後援会。
多彩な活動で「大学と家庭の心のかけ橋」を築いています。

　関西大学教育後援会は、1947年に発足した在学生の父母等に
よって組織されている大学の外郭団体です。「大学と家庭の心の
かけ橋」として、千里山キャンパスでの総会・学部別教育懇談
会や就職説明懇談会、全国主要都市における地方教育懇談会を
実施しています。また、会報『葦』や新入生父母向け大学ガイ
ド『みちしるべ』の発行のほか、セミナーハウスの利用受付、
就職や課外活動などへの支援といった、学生生活をサポートす
る多様な活動によって、大学と家庭の連携を図り、有為な人材
育成拠点づくりに寄与しています。さらに、生涯学習にも目を
向け、教育後援会が運営する飛鳥文化研究所・植田記念館と奈
良県明日香村との共催による「飛鳥史学文学講座－やまと・あ
すか・まほろば塾－」を開催しています。父母等との対話を通
じて大学教育への理解を促し、一貫して家庭教育の重要性を訴
え続け、2017年には創立70周年を迎えました。教育後援会の活
動が、大学と家庭のつながりを強くし、実りある学生生活や教
育研究の充実・発展へと結び付いています。

発足 1947年

刊行物 会報『葦』、『みちしるべ―関西大学の４カ年―』

主要行事
教育後援会総会・学部別教育懇談会（５月）
地方教育懇談会（小規模開催地を含む）（６〜11月）
３年次生父母対象就職説明懇談会（10月）

２年次生父母対象キャリアプランニングセミナー（12月）
１年次生父母対象キャリアデザインセミナー（10月）

その他 飛鳥史学文学講座の開催（奈良県明日香村と共催）

校友会・教育後援会
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講 開講日 演題 所属 講師 出席者数

第1講 2024年
 4月14日（日）

蘇我氏四代の野望と挫折
―墳墓に反映された飛鳥時代前期の権力抗争―

関西大学飛鳥文化研究所・
植田記念館名誉館長
関西大学名誉教授

米田　文孝 217

第2講  5月12日（日） 古代人と文字
―漢字への憧憬と畏怖― 関西大学文学部教授 乾　善彦 126

特別講  6月 9日（日）
午前

飛鳥の仏たち川原寺と川原寺裏山遺跡
―川原寺裏山遺跡発掘50周年―

明日香村教育委員会
文化財課課長補佐・
関西大学非常勤講師

西光　慎治 154

第3講  6月 9日（日）
午後 皇王のしるし・神剣の系譜 作家・関西大学客員教授 玉岡　かおる 141

第4講  7月14日（日） 「祖」の伝承・成立と古墳
―ウジ系譜に考古学で挑む― 関西大学非常勤講師 今尾　文昭 149

第5講  8月 4日（日） 渡来人とかかわる考古資料から蘇我氏を考える 関西大学文学部教授 井上　主税 158

第6講  9月 8日（日） 「木」から「紙」へ
―古代漢字文化の諸相(四)― 関西大学副学長・文学部教授 藤田　髙夫 140

第7講 10月13日（日） 『国華余芳』の世界
―お雇い外国人が見た正倉院宝物― 関西大学文学部教授 長谷　洋― 94

第8講 11月10日（日） 難波地域の古代史
―高津宮・堀江・難波津・大郡― 関西大学文学部教授 西本　昌弘 135

第9講 12月 8日（日） 「近つ飛鳥」と「遠つ飛鳥」の陵墓
―「古墳」の終焉と「日本」の始まり・第2章― 関西大学客員教授 徳田　誠志 139

第10講 2025年
 1月19日（日）

歌から見る持統朝
―石見相聞歌― 関西大学文学部教授 村田　右富実 139

特別講  2月 9日（日）
午前

明治期の天王寺楽所の変動
―雅亮会への天王寺舞楽の継承―

天王寺楽所雅亮会理事長・
一般社団法人雅楽協会代表理事・ 
関西大学前客員教授
関西大学非常勤講師

小野　真龍 108

第11講  2月 9日（日）
午後

「飛鳥・藤原」の世界遺産登録
―石の都、水の都 “飛鳥京”現る―

明日香村村長・
関西大学客員教授 森川　裕一 129

第12講  3月 2日（日） 御田植祭りの人形 関西大学文学部教授 黒田　一充 100

●2024年度　第50回（50年目）　飛鳥史学文学講座ーやまと・あすか・まほろば塾ー�

学部�
開催地 長崎市 札幌市 松本市 別府市 仙台市 宮崎市 山口市 福井市 高知市 名古屋市 岡山市 東京都 福岡市 松江市 富山市 高松市 那覇市 合計

法学部 2 1 4 1 1 3 2 4 0 23 17 10 ─ 2 2 10 0 82

文学部 1 6 4 0 6 5 1 6 1 19 11 12 ─ 4 6 15 0 97

経済学部 0 0 3 1 0 3 3 9 12 15 6 6 ─ 5 4 14 1 82

商学部 3 0 0 0 0 4 1 8 0 14 6 5 ─ 9 6 10 2 68

社会学部 0 0 3 3 1 1 10 1 8 9 9 5 ─ 2 1 10 1 64

政策創造学部 0 6 0 1 0 1 2 10 2 14 6 5 ─ 2 5 3 5 62

外国語学部 0 1 0 0 1 0 1 7 4 9 1 5 ─ 0 2 1 2 34

人間健康学部 0 0 0 1 1 2 0 0 2 9 1 3 ─ 4 0 7 3 33

総合情報学部 0 0 0 3 0 0 3 3 4 17 22 5 ─ 1 4 8 0 70

社会安全学部 0 2 0 2 1 0 1 2 3 10 7 11 ─ 1 1 4 0 45

理工系３学部 2 2 0 1 0 1 10 13 3 41 13 17 ─ 0 7 11 1 122

卒業生父母、
自治体�他 14 11 8 8 11 15 26 25 25 33 25 32 ─ 24 27 27 12 323

合計 22 29 22 21 22 35 60 88 64 213 124 116 ─ 54 65 120 27 1,082

※福岡市は台風接近に伴い中止

●地方教育懇談会　出席者数� 2024年度

（注）各セミナーハウスの利用範囲の詳細は、大学ウェブサイトをご確認ください。

飛鳥文化研究所・植田記念館

利用定員 112人

区 分 教職員・学生・生徒
教職員の家族

教職員の家族
（小学生以下）

校友・学外者・
その他

宿 泊 料 2,650円 1,770円 4,300円
朝 食 650円
昼 食 750円
弁 当 750円
夕 食 1,400円

施設名� 月 4月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 合計
飛鳥文化研究所・植田記念館 153 69 77 170 177 371 53 215 190 9 158 165 1,807
高岳館 488 354 174 114 1,916 494 909 972 8 191 732 730 7,082
白馬栂池高原ロッジ 8 47 0 6 129 17 2 1 146 41 104 63 564
六甲山荘 88 57 115 95 230 410 148 204 199 70 104 107 1,827
彦根荘 25 55 63 114 190 225 148 131 45 42 0 13 1,051

（注）飛鳥文化研究所、高岳館は日帰り利用者を含みます。

●利用者数� 2024年度

高岳館

利用定員 190人

区 分
学内者料金 学外者料金

教職員・学生・生徒 学外者・その他 高・中・小学生
宿 泊 料 2,650円 4,300円 2,650円
朝 食 600円
昼 食 720円
夕 食 1,400円

白馬栂池高原ロッジ

利用定員 46人

区 分
学内者料金 学外者料金

教職員・学生・生徒
教職員の家族

教職員の家族
（小学生以下）

校友及びその家族
学外者・その他

校友の家族
（小学生以下）

宿泊料
夏季 3,750円 2,650円 6,500円 4,300円
冬季 4,300円 3,200円 7,050円 4,850円

朝 食 670円
夕 食 1,670円

六甲山荘
利用定員 48人

区 分
学内者料金 学外者料金

教職員・学生・生徒
教職員の家族

教職員の家族
（小学生以下）

校友及びその家族
学外者・その他

校友の家族
（小学生以下）

宿 泊 料 2,650円 1,770円 4,300円 2,650円
朝 食 550円（和食）

夕 食

2,300円： しゃぶしゃぶ、すき焼 
寄せ鍋（10月〜３月）

1,800円：肉（追加用）
2,500円：和風定食
3,800円：洋風コース

彦根荘
利用定員 24人

区 分
学内者料金 学外者料金

教職員・学生・生徒
教職員の家族

教職員の家族
（小学生以下）

校友及びその家族
学外者・その他

校友の家族
（小学生以下）

宿 泊 料 2,650円 1,770円 4,300円 2,650円
朝 食 700円（和食）

夕 食
3,150円： すき焼、しゃぶしゃぶ、 

バーベキュー（４月〜11月）
2,200円：肉（追加用）

　教育・研究活動の充実に資するため、全国に5カ所のセミナーハウス
を設けています。教職員、学生の研究・研修のほか、ゼミ旅行・合宿
などの正課活動で利用することができます。施設はいずれも自然にあ
ふれた静かな環境にあり、キャンパス内の教室や研究室と違った雰囲

気の中で、教育・研究のより一層の効果が期待できます。また、教員・
友人と寝食をともにすることによって豊かな人間関係を育む場ともな
ります。施設により、クラブ・サークルの合宿などの課外活動のほか、
校友や学生の父母・保護者も利用することができます。

校友会・教育後援会 セミナーハウス
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